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1.概要 
  老人保健制度は、本格的な高齢化の到来に対応し、疾病の予防から治療、機能訓練に至
る総合的な保健事業を実施するとともに、老人医療費を国民皆で公平に負担することを目

的として、昭和58年2月に施行された。 

  しかしながら、年々加速する高齢化に伴い各保険者への負担が健康保険組合等の財政を

圧迫し社会的な問題となってきた。将来にわたり医療保険制度を持続可能なものとしてい

くため「医療制度改革大綱」に沿って平成 20年度から 75歳以上の高齢者を対象とする新

たな高齢者医療制度が創設され、75歳以上の後期高齢者医療の事務を処理するため県内の

全市町村が加入する「茨城県後期高齢者医療広域連合」が平成 19年 1月 24日付で設立さ

れ、平成20年4月からは茨城県後期高齢者医療広域連合が運営主体となり新しい後期高齢

者医療制度が開始された。 

老人保健特別会計の今年度予算は、会計整理期間の最終年度となるものである。 

 

2.歳入・歳出の状況 

 歳入歳出予算額は、12,218千円で、昨年と比較して33.5%の減となる。                                            

                                              

歳入                              (単位：千円、%) 

区   分 平成22年度 平成21年度 増 減 率 

支 払 基 金 交 付 金 509 5,976  △91.5 

国 庫 支 出 金 334 8,300 △96.0 

県 支 出 金 84 826 △89.8 

繰 入 金 11,188 3,171 252.8 

繰 越 金 1 １ 0.0 

諸 収 入 102 102 0.0 

歳 入 合 計 12,218 18,376 △33.5 

 

 

歳出                             （単位：千円、%） 

  区   分   平成22年度   平成21年度 増 減 率 

総 務 費 5 1,347 △99.6 

医 療 諸 費 1,107 11,024 △90.0 

諸 支 出 金 11,006 5,005 119.9 

予 備 費 100 1,000 △90.0 

歳 出 合 計 12,218 18,376 △33.5 
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1総務費 

1 総務管理費    1 一般管理費 

[担当：国保年金課] P.108 

7001  老人保健医療事務に要する経費 5,000円(1,347,000円) 

[その他 5,000円] 

＊特財積算根拠 

[繰入金：一般会計繰入金 4,000円] 

[繰越金：前年度繰越金 1,000円] 

○ 目的 

老人保健医療精算事務を効率的に実施する。 

○ 内容 

  老人保健医療精算事務に係る経費である。 

 委託料   医療費審査委託料   3,000円 

 

2 医療諸費 

1 医療諸費    1 医療給付費 

[担当：国保年金課] P.109 

7201  老人保健医療給付に要する経費 1,000,000円(10,000,000円) 

[国・県 380,000円  その他620,000円] 

＊特財積算根拠 

[国負：医療費国庫負担金 300,000円] 

[県負：医療費県負担金 80,000円] 

[基金交：医療費支払基金交付金 450,000円] 

[繰入金：一般会計繰入金70,000円] 

[諸収入：第三者納付金 100,000円] 

○ 目的 

老人医療受給者の医療に要する費用の支払を行う。 

○ 内容 

  老人保健法に基づき、老人医療受給者に対して疾病・負傷に関する診療・調剤、治療材

料等の支給、処置･手術に関する平成20年3月診療分までの療養費請求の精算給付を行う。 

 

 

 

 



 - 174 - 

受給者数の状況 

平成20年度末 9,097人 

平成19年度末    9,072人 

平成18年度末 9,147人 

平成17年度末 9,541人 

 

医療費給付の状況 

区 分 平成22年度予算額 平成21年度支出見込額 平成20年度支出済額 

国保老人 700,000円 1,300,0000円 505,760,943円 

社保老人 300,000円 700,0000円 89,288,851円 

歳出合計 1,000,000円 2,000,000円 595,049,794円 

 

1 医療諸費    2 医療費支給費 

[担当：国保年金課] P.109 

7201  老人保健医療支給に要する経費  100,000円(1,000,000円) 

[国・県 36,000円  その他 64,000円] 

＊特財積算根拠 

[国負：医療費国庫負担金 (現金分) 33,000円] 

[県負：医療費県負担金 (現金分) 3,000円] 

[基金交：医療費支払基金交付金 (現金分) 50,000円] 

[繰入金：一般会計繰入金 (現金分) 14,000円] 

○ 目的 

医師が治療上必要と認める治療用装具等の医療費を支給する。 

○ 内容 

  柔道整復、ハリ・灸・マッサージ等の施術に関する平成20年3月診療分までの療養費精

算給付を行う。 

医療費支給費内訳                          

区  分 平成22年度予算額 平成21年度支出見込額 平成20年度支出済額 

一般診療 0 0 136,793円 

補装具 0 0 713,625円 

柔道整復師 0 0 7,981,493円 

あんま・マッサージ 0 0 2,662,188円 

ハリ・灸 0 0 533,241円 

高額医療費 100,000円 200,000円 17,204,479円 

計 100,000円 200,000円 29,231,819円 
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